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(57)【要約】
　OLEDディスプレイであって、a）基板と；b）その基板
上に形成されていて、独立に制御されるが、時間経過ま
たは使用によって出力が変化する複数の発光素子と；c
）基板上に形成されていて発光素子を駆動する複数のア
クティブ-マトリックス回路（ただし、各アクティブ-マ
トリックス回路の一部は入射光に応答して性能が変化す
るため、入射光を吸収または反射する層が、入射光に応
答するその部分に光が当たることを阻止している）と；
d）このディスプレイが消費する全電流を感知して電流
信号を発生させる電流測定装置と；e）その電流信号に
応答して発光素子のための補正信号を計算し、その補正
信号を入力画像信号に適用して、発光素子の出力の変化
を補償した補正済み入力画像信号を発生させる制御装置
とを備えるOLEDディスプレイ。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　OLEDディスプレイであって、
　a）基板と；
　b）その基板上に形成されていて、独立に制御されるが、時間経過または使用によって
出力が変化する複数の発光素子と；
　c）上記基板上に形成されていて発光素子を駆動する複数のアクティブ-マトリックス回
路（ただし、各アクティブ-マトリックス回路の一部は入射光に応答して性能が変化する
ため、入射光を吸収または反射する層が、入射光に応答するその部分に光が当たることを
阻止している）と；
　d）このディスプレイが消費する全電流を感知して電流信号を発生させる電流測定装置
と；
　e）その電流信号に応答して発光素子のための補正信号を計算し、その補正信号を入力
画像信号に適用して、発光素子の出力の変化を補償した補正済み入力画像信号を発生させ
る制御装置とを備えるOLEDディスプレイ。
【請求項２】
　入射光を吸収または反射する上記層が、入射光に応答する部分に周囲光が当たることを
阻止する、請求項1に記載のOLEDディスプレイ。
【請求項３】
　入射光を吸収または反射する上記層が、OLEDディスプレイから出た光が入射光に応答す
る部分に当たることを阻止する、請求項1に記載のOLEDディスプレイ。
【請求項４】
　反射性電極が、入射光に応答する部分に光が当たることを阻止する、請求項1に記載のO
LEDディスプレイ。
【請求項５】
　熱拡散用金属層が、入射光に応答する部分に光が当たることを阻止する、請求項1に記
載のOLEDディスプレイ。
【請求項６】
　入射光を吸収または反射する上記層が、入射光に応答する部分に光が当たることを阻止
するカラー・フィルタを含む、請求項1に記載のOLEDディスプレイ。
【請求項７】
　入射光を吸収または反射する上記層が、入射光に応答する部分に光が当たることを阻止
するブラック・マトリックスを含む、請求項1に記載のOLEDディスプレイ。
【請求項８】
　上記ブラック・マトリックスが金属酸化物を含む、請求項7に記載のOLEDディスプレイ
。
【請求項９】
　上記ブラック・マトリックスがカーボン・ブラックを含む、請求項7に記載のOLEDディ
スプレイ。
【請求項１０】
　上記発光素子が白色光を発生させ、カラー・フィルタを利用してその光をフィルタする
ことでカラー・ディスプレイを形成する、請求項1に記載のOLEDディスプレイ。
【請求項１１】
　別のカラー・フィルタを利用して、入射光に応答する部分に光が当たることを阻止する
、請求項10に記載のOLEDディスプレイ。
【請求項１２】
　光をフィルタしてカラー・ディスプレイを形成するのに用いる複数のカラー・フィルタ
を組み合わせて配置することで、入射光に応答する部分に光が当たることが阻止されてい
る、請求項10に記載のOLEDディスプレイ。
【請求項１３】
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　OLEDディスプレイの温度を感知して温度信号を発生させる温度測定装置をさらに備えて
いて、上記制御装置がその温度信号に応答する、請求項1に記載のOLEDディスプレイ。
【請求項１４】
　上記温度測定装置が上記基板の外部にある、請求項13に記載のOLEDディスプレイ。
【請求項１５】
　上記温度測定装置が上記基板と一体化している、請求項14に記載のOLEDディスプレイ。
【請求項１６】
　上記発光素子が着色光を発生させる、請求項1に記載のOLEDディスプレイ。
【請求項１７】
　上記アクティブ-マトリックス回路が、堆積・記憶部分と駆動部分を備えていて、その
アクティブ-マトリックス回路のうちで光に応答する部分が上記駆動部分である、請求項1
に記載のOLEDディスプレイ。
【請求項１８】
　入射光を吸収または反射する上記層が、少なくとも50％の光を吸収または反射する、請
求項1に記載のOLEDディスプレイ。
【請求項１９】
　入射光を吸収または反射する上記層が、紫外領域、可視領域、赤外領域の任意の波長の
光の少なくとも50％を吸収または反射する、請求項1に記載のOLEDディスプレイ。
【請求項２０】
　OLEDディスプレイの駆動方法であって、
　a）独立に制御されるが、時間経過または使用によって出力が変化する複数のOLED発光
素子を基板上に形成し；
　b）発光素子を駆動するため、入射光に応答して性能が変化する部分を有するアクティ
ブ-マトリックス回路を上記基板上に複数個形成し、入射光に応答するその部分に光が当
たることを阻止するため、入射光を吸収または反射する層を設け；
　c）このディスプレイが消費する全電流を測定して電流信号を発生させ；
　d）その電流信号に応答する制御装置を用いて発光素子のための補正信号を計算し、そ
の補正信号を入力画像信号に適用し、発光素子の出力の変化を補償した補正済み入力画像
信号を発生させ；
　e）上記発光素子をその補正済み入力画像信号を用いて駆動する操作を含む方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、固体OLEDフラット-パネル・ディスプレイ装置に関するものであり、より詳
細には、有機発光ディスプレイの劣化を補償する手段を備えるそのようなディスプレイ装
置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　固体有機発光ダイオード（OLED）画像ディスプレイ装置は、優れたフラット-パネル・
ディスプレイ技術として非常に注目されている。このディスプレイでは、有機材料からな
る薄膜を通過する電流を利用して光を発生させる。発生する光の色と、電流から光へのエ
ネルギー変換効率は、有機薄膜材料の組成によって決まる。さまざまな有機材料が異なる
色の光を出す。しかしディスプレイを使用しているうちにそのディスプレイの有機材料が
劣化し、発光効率が低下する。するとディスプレイの寿命が短くなる。異なる有機材料は
異なる速度で劣化する可能性があるため、色の劣化には差が生じ、ディスプレイを使用し
ているうちにそのディスプレイの白色点が変化する。
【０００３】
　図5を参照すると、OLEDディスプレイ装置においてOLEDに電流を流したときの典型的な
光出力のグラフが示してある。3本の曲線は、異なる色の光を出す別々の発光素子（例え
ば赤色発光素子、緑色発光素子、青色発光素子をそれぞれ表わすR、G、B）の典型的な性
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能を、時間または累積電流の関数としての輝度出力によって示したものである。これらの
曲線からわかるように、色の異なる発光素子では輝度の減衰が異なる可能性がある。違い
は、色の異なる発光素子で使用されている材料の劣化特性が異なること、または色の異な
る発光素子の使い方が異なることに起因する可能性がある。したがって従来の使用法では
、劣化補正がなされていないと、ディスプレイが暗くなり、色が変化し、特にディスプレ
イの白色点がシフトすることになろう。
【０００４】
　ディスプレイが劣化する速度は、デバイスの中を通過する電流の量、したがってディス
プレイから出る光の量に関係している。ポリマー発光ダイオードにおいてこの劣化効果を
補償する1つの方法が、2002年9月24日にSundahlらに付与されたアメリカ合衆国特許第6,4
56,016号に記載されている。この方法は、デバイスを使用する初期段階で供給される電流
を制御して小さくした後、第2段階でディスプレイの出力を徐々に小さくするというもの
である。この解決法では、デバイスの動作時間を制御装置内のタイマーによって記録する
必要がある。制御装置は、補償に必要な量の電流を供給する。この方法では、ディスプレ
イが使用され始めると、デバイスの動作時間に誤りがないようにするため制御装置がディ
スプレイに接続された状態が維持される必要がある。さらに、ディスプレイの使用時間を
積算せねばならないため、タイミング、計算、記憶のための回路が制御装置に必要とされ
る。また、この方法は、明るさと温度のレベルが異なるとディスプレイの挙動が違うこと
と、有機材料が異なると劣化速度が異なることに対処できない。
【０００５】
　2002年7月2日にShenらに付与されたアメリカ合衆国特許第6,414,661 B1号には、各画素
に印加される累積駆動電流に基づいてその画素の光出力効率の減衰を計算して予測し、各
画素について次の駆動電流に適用する補正係数を導出することにより、OLEDディスプレイ
装置の個々の有機発光ダイオード（OLED）の発光効率の長期的な変動を補償する方法とそ
の方法に関係したシステムが記載されている。この方法では、各画素に印加される駆動電
圧を測定して積算する必要があるため記憶用メモリが必要とされ、ディスプレイを使用し
ている間を通じてその記憶用メモリを連続的に更新せねばならない。したがって複雑で高
価な回路が必要になる。
【０００６】
　2002年11月14日に公開されたEverittによるアメリカ合衆国特許出願2002/0167474 A1に
は、有機発光ダイオード・ディスプレイのためのパルス幅変調ドライバが記載されている
。ビデオ・ディスプレイの一実施態様は、選択された電圧を供給してビデオ・ディスプレ
イの有機発光ダイオードを駆動する電圧ドライバを備えている。電圧ドライバは、劣化、
列の抵抗値、行の抵抗値、ダイオードの他の特性が記載された補正表から電圧情報を受け
取ることができる。この発明の一実施態様では、補正表は、回路が普通に作動する前、お
よびまたは回路が普通に作動している間に計算される。補正法は、既知量の電流を十分な
期間にわたってOLEDダイオードに流して移行状態から安定状態にした後、列ドライバにあ
るアナログ／ディジタル変換器（A/D）を用いて対応する電圧を測定することに基づいて
いる。較正電流源とA/Dは、スイッチング・マトリックスを通じて任意の列に切り換える
ことができる。この設計では、集積化され較正された複数の電流源と1つのA/D変換器を使
用する必要があるため、回路設計が非常に複雑になる。
【０００７】
　2003年１月7日にNaritaらに付与されたアメリカ合衆国特許第6,504,565 B1号には、複
数の発光素子を配置することによって形成された発光素子アレイと、その発光素子アレイ
を駆動してそれぞれの発光素子から光を発生させる駆動ユニットと、発光素子アレイの各
発光素子の発光回数を記憶するメモリ・ユニットと、このメモリ・ユニットに記憶されて
いる情報に基づいて駆動ユニットを制御して各発光素子から出る光の量を一定にする制御
ユニットとを備える発光デバイスが記載されている。発光デバイスを利用した露光デバイ
スと、この露光デバイスを利用した画像形成装置も開示されている。この設計では、各画
素に送られる各信号に応答して使用状況を記録する計算ユニットを使用する必要があるた
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め、回路設計が非常に複雑になる。
【０００８】
　2002年9月27日に公開された沼尾孝次による日本国特開2002-278514 Aには、電流測定回
路によって有機EL素子に所定の電圧を印加して流れる電流を測定し、温度測定回路によっ
て有機EL素子の温度を推定する方法が記載されている。素子に印加される電圧値と、流れ
る電流値と、類推温度とを、同じ構成の素子についてあらかじめ求めた経時変化と、電流
-輝度特性の経時変化と、特性測定時の温度と比較し、素子の電流-輝度特性を推定する。
次に、電流-輝度特性の推定値と、素子を流れる電流の値と、表示データとに基づき、本
来表示されるはずの輝度が得られるよう、表示データが表示されている間に素子に供給さ
れる電流の合計値を変化させる。
【０００９】
　この設計では、画素の予測可能な相対値を利用することが想定されているため、画素群
または個々の画素が実際に利用されているときの違いに対応することはできない。したが
って色のグループまたは空間的なグループを正確に補正しても時間が経過すると不正確に
なるであろう。さらに、ディスプレイ内に温度検出回路と多数の電流検出回路を組み込む
ことが必要とされる。この組み込みは面倒であるために製造収率が低下するだけでなく、
この組み込みによってディスプレイの内部にスペースが取られる。
【００１０】
　譲受人に譲渡されたアメリカ合衆国特許出願2004/0150590には、時間経過とともに、す
なわち使用していくうちに出力が変化する複数の発光素子を2つ以上のグループに分割し
たものと；ディスプレイで消費される全電流を感知して電流信号を発生させる電流測定装
置と；1つのグループ内の全発光素子を同時にアクティブにするとともに、電流信号に応
答してそのグループ内の発光素子のための補正信号を計算し、その補正信号を入力画像信
号に適用して、そのグループの発光素子の出力変化を補償した補正済み入力画像信号を発
生させる制御装置とを備えるOLEDディスプレイが記載されている。しかし出願人は、アク
ティブ-マトリックスOLEDデバイスを流れる電流は、そのデバイスに入射する周囲光とOLE
Dデバイスの温度によって異なる可能性があることを明らかにした。したがって、OLED材
料の特性の変化を正確に補償するには、OLEDデバイスが消費する電流を測定するだけでは
十分でなかろう。
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【００１１】
　したがって劣化補償がなされた改良型アクティブ-マトリックス有機発光ダイオードが
必要とされている。
【課題を解決するための手段】
【００１２】
　本発明の一実施態様は、OLEDディスプレイであって、a）基板と；b）その基板上に形成
されていて、独立に制御されるが、時間経過または使用によって出力が変化する複数の発
光素子と；c）基板上に形成されていて発光素子を駆動する複数のアクティブ-マトリック
ス回路（ただし、各アクティブ-マトリックス回路の一部は入射光に応答して性能が変化
するため、入射光を吸収または反射する層が、入射光に応答するその部分に光が当たるこ
とを阻止している）と；d）このディスプレイが消費する全電流を感知して電流信号を発
生させる電流測定装置と；e）その電流信号に応答して発光素子のための補正信号を計算
し、その補正信号を入力画像信号に適用して、発光素子の出力の変化を補償した補正済み
入力画像信号を発生させる制御装置とを備えるOLEDディスプレイに関する。
【発明の効果】
【００１３】
　本発明の利点は、発光素子の使用時間または動作時間を連続的に測定して積算するため
の高価な回路または複雑な回路を必要とすることなく、有機材料の劣化を補償するOLEDデ
ィスプレイ装置である。
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【発明を実施するための最良の形態】
【００１４】
　図1を参照すると、本発明の一実施態様によるOLEDディスプレイが示してあることがわ
かる。このOLEDディスプレイは、基板10と；その基板上に形成されていて独立に制御され
、カラー・フィルタを通じて着色光を発生させることによりカラーOLEDディスプレイ装置
を作り出す複数の発光素子12（これら発光素子は、時間経過とともに、または使用してい
るうちに出力が変化する）と；基板上に形成されていて発光素子を駆動するアクティブ-
マトリックス回路（このアクティブ-マトリックス回路の一部が入射光に応答するが、入
射光を吸収または反射する層が、入射光に応答するその部分に光が当たることを阻止する
）と；ディスプレイで消費される全電流を感知して電流信号19を発生させる電流測定装置
14と；その電流信号19に応答して発光素子のための補正値を計算し、その補正値を入力画
像信号18に適用して、発光素子の出力の変化を補償した補正済み入力画像信号20を発生さ
せる制御装置16を備えている。発生する光は、白色光または着色光である。着色光が発生
する場合には、カラー・フィルタが、発生する光の色を透過させることが好ましい。
【００１５】
　本発明のさらに別の一実施態様では、温度測定装置15がOLEDディスプレイの温度を感知
して温度信号17を発生させ、制御装置がその温度信号17と電流信号19に応答する。
【００１６】
　フラット-パネル・ディスプレイ上のアクティブ-マトリックス画素駆動回路は、一般に
、薄膜シリコン材料（例えばフラット-パネル基板上に堆積されたアモルファス低温シリ
コン、または微結晶シリコン）で製造される。出願人は、実験を通じ、このような薄膜シ
リコン材料と、その材料に含まれる画素駆動回路の少なくとも一部の性能が、回路への入
射光に応答して変化することを明らかにした。一般に、回路の応答部分に光が入射するこ
とによって回路はOLEDデバイスにより多くの電流を流すため、そのOLEDデバイスの明るさ
と消費電流が増大する。出願人は、従来の回路においてOLEDの駆動に用いるタイプの薄膜
トランジスタが電磁波の幅広いスペクトル（例えば赤外から紫外の範囲の周波数の光）に
応答できることを明らかにした。入射光を吸収または反射する層は、画素駆動回路に入射
光がまったく到達しないようにするために光を完全に吸収または反射する必要はなく、光
の一部（光に応答する部分に入射する光の50％未満が好ましい）がその層を通過してもよ
い。好ましい実施態様では、入射光を吸収または反射する層は、光に応答する部分に入射
する光の少なくとも50％を吸収または反射する。
【００１７】
　OLEDデバイス内のアクティブ-マトリックス回路の部分には、一般に、周囲光が当たる
か、OLEDデバイスそれ自体が出した光が当たる可能性がある。いずれの場合にも、回路の
うちで入射光に応答する部分が露出すると、その入射光によって画素駆動回路がOLEDを間
違って駆動し、その結果として電流消費の読み取り値が誤った値になろう。これを正しく
するため、入射光を吸収または反射する層を用いて画素駆動回路の応答部分をカバーする
ことで、光がその回路に当たって光出力が変化して誤った読み取り値になることを阻止す
る。トップ-エミッション型OLEDデバイスでは、入射光を吸収または反射する層を回路の
応答部分とカバーの間に配置する。ボトム-エミッション型OLEDデバイスでは、入射光を
吸収または反射する層を回路の応答部分と基板の間に配置する。入射光を吸収または反射
する層は、応答を引き起こす入射光の少なくとも一部を阻止する。適切な層としては、例
えば、紫外領域、可視領域、赤外領域の範囲にある任意の波長またはあらゆる波長の光を
吸収または反射することのできる反射性または吸収性の金属層が挙げられる。このような
層は、電極、熱拡散層、フィルタ素子層（例えば、染料または顔料、ブラック・マトリッ
クス材料（カーボン・ブラックなど）、金属酸化物、または従来技術で知られている他の
材料を含むカラー・フィルタ）を含むことができる。
【００１８】
　図2を参照すると、本発明による一実施態様の断面図が示してある。図2では、アクティ
ブ-マトリックス回路22が基板10上に形成され、反射性電極24が、基板の上と、その反射
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性電極24に付随する発光素子を駆動するための対応するアクティブ-マトリックス回路22
の上とに形成されている。OLEDを含む1つ以上の有機材料層26が、反射性電極24の上に堆
積されている。これらの層を形成する方法は、従来技術において公知である。第2の透明
な電極28が有機材料層26の上に形成されている。OLEDデバイスの構成と動作は、従来技術
においてよく知られている。
【００１９】
　一実施態様では、独立に制御される白色発光素子12に足りない機能を補うために複数の
カラー・フィルタ30を第2の電極28の上に形成してパターニングすることで、発生する白
色光をフィルタリングしてカラー・ディスプレイにすることができる。この用途に適した
カラー・フィルタ（例えば赤、緑、青）は、LCDにおいてよく知られている。この実施態
様では、アクティブ-マトリックス回路の応答部分に周囲光が当たることを反射性電極が
完全に阻止し、光はディスプレイからカバー11を通って出ていく。
【００２０】
　図3を参照すると、本発明による別の一実施態様の断面図が示してある。図3では、アク
ティブ-マトリックス回路22がやはり基板10上に形成されているが、反射性電極24は対応
するアクティブ-マトリックス回路22の上方に形成されていない。OLEDを含む1つ以上の有
機層26が、反射性電極24の上に堆積されている。第2の透明な電極28が有機材料層26の上
に形成されている。独立に制御される白色発光素子12に足りない機能を補うため、カラー
・フィルタ30が第2の電極28の上に形成されてパターニングされている。しかし追加のカ
ラー・フィルタ32がアクティブ-マトリックス回路の応答部分の上に形成されている。こ
の実施態様では、周囲光の少なくとも一部がアクティブ-マトリックス回路に当たること
を追加のカラー・フィルタ32が阻止する。カラー・フィルタ32は、ブラック・マトリック
スの形成に使用される材料で形成すること、または入射する周囲光のすべてまたは大半を
吸収するために互いに積層された通常のカラー・フィルタ（赤フィルタ、および／または
緑フィルタ、および／または青フィルタ）にすることができる。この実施態様では、光は
ディスプレイからカバー11を通って出ていく。
【００２１】
　図4を参照すると、本発明による別の一実施態様の断面図が示してある。図4では、アク
ティブ-マトリックス回路22がやはり基板10上に形成されているが、電極24は透明であり
、基板上にだけ形成されていて、対応するアクティブ-マトリックス回路22の上には形成
されていない。OLEDを含む1つ以上の有機材料層26が電極24の上に堆積されている。反射
性の第2の電極28が有機材料層26の上に形成されている。独立に制御される白色発光素子1
2に足りない機能を補うため、カラー・フィルタ30が透明電極24と基板の間に形成されて
パターニングされている。あるいはカラー・フィルタ30と32は、基板10の反対側に配置す
ることもできる。この実施態様では、光は基板10を通って出てゆき、追加のカラー・フィ
ルタ32が、アクティブ-マトリックス回路に周囲光がまったく当たらないようにする。カ
ラー・フィルタ32は、ブラック・マトリックスの形成に使用される材料で形成すること、
または入射する周囲光のすべてまたは大半を吸収するために互いに積層された通常のカラ
ー・フィルタ（赤フィルタ、および／または緑フィルタ、および／または青フィルタ）に
することができる。
【００２２】
　好ましい一実施態様では、トップ-エミッション型の構成において本発明を利用し、反
射性アノードを、各画素素子を駆動するアクティブ-マトリックス回路の光応答部分の上
に配置する。トップ-エミッション型のアーキテクチャは、いくつかの回路素子（例えば
バス、キャパシタ、信号線、薄膜トランジスタ）を配置することによりOLEDデバイスの基
板上で発光面積を大きくするのに利用される。しかし出願人が考案したレイアウトから、
トップ-エミッション型の設計によってボトム-エミッション型と比べて確かに発光面積は
大きくなるが、全面積を発光させることはできないことが明らかになる。一般に、45％～
70％という充填因子（fill factor）（発光する面積の割合）が予測されるが、ボトム-エ
ミッション型の設計では45％未満という充填因子が見られる。この制約があるため、画素
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回路のうちで光に応答する部分を覆い、より多くの電流をOLED素子を通過させることが重
要である。他の部分には、周囲光か、OLEDそれ自体が出す光が当たってもよい。
【００２３】
　アクティブ-マトリックス画素駆動回路は、一般に、堆積・記憶部分と駆動部分を備え
ている。一般に、堆積・記憶部分はいくらか応答する可能性があるのに対し、回路のうち
で光に最もよく応答してOLED素子により多くの電流を流す部分は、駆動部分である。例え
ば図6に示した従来の回路では、Vdd信号とVc信号の間にOLED素子120と直列に接続された
トランジスタ122がOLED素子120を駆動するとともに、入射光に応答できるため、入射光が
OLED素子120を流れる電流を変化させる可能性がある。この場合、画素回路の駆動部分、
すなわちトランジスタ122は、入射光を吸収または反射する層の裏側に配置する必要があ
る。他の回路素子（例えば記憶部分（キャパシタ124）や堆積部分（制御用トランジスタ1
26））、信号線119a、119b、あらゆるバス線（図示せず）は、光が当たる状態にしてもよ
いし、入射光を吸収または反射する層の裏側に配置してもよい。本発明では図6に示した
回路を使用できるが、従来技術で知られている他の設計の回路（例えば電圧信号または電
流信号に応答する回路）を使用することや、電流ミラー回路または他の設計の回路を使用
することもできる。その場合、アクティブ-マトリックス回路のうちで光に応答してOLED
素子を駆動する部分は、入射光を吸収または反射する層の下に配置するとよい。
【００２４】
　本発明による別の一実施態様では、異なる画素には異なるOLED材料を使用して異なる色
の光を発生させる。異なる色の光を出すOLED材料は周知であり、例えばコダック社のLS63
3ディジタル・カメラで実現されている。この実施態様では、上記の手段を利用すること
、例えば反射性電極、熱拡散用金属層、ブラック・マトリックス材料、カラー・フィルタ
を利用することもできる。カラー・フィルタを発光素子の上とアクティブ-マトリックス
回路の応答部分の上で使用する場合、各発光素子の上で使用されるカラー・フィルタは、
その発光素子から発生するのと同じ色の光を透過させねばならない。発光素子の上でこの
ようなカラー・フィルタを使用すると、発光素子から出る光の量を実質的に減らすことな
く周囲光を吸収することで、周囲に対するディスプレイのコントラストを改善することが
できる。
【００２５】
　電流測定装置14は、従来技術で知られているように、例えば演算増幅器の端子間を接続
した抵抗器を備えることができる。制御装置16は、半導体技術でよく知られている集積回
路技術を利用したディジタル回路またはアナログ回路を備えることができる。
【００２６】
　一実施態様では、ディスプレイは、画素アレイを有するカラー画像ディスプレイである
。画素アレイの各画素は色の異なる複数の発光素子（例えば赤、緑、青）12を備えており
、制御回路16によって個別に制御されてカラー画像を表示する。着色光を発生させる発光
素子は、同じ有機白色発光材料で形成することができる。別の一実施態様では、発光素子
は、ディスプレイ内の個々のグラフィック素子であり、アレイの構成にしなくてもよい。
【００２７】
　OLEDの劣化は、OLEDを通過する電流が累積することに関係している。また、OLED材料が
劣化することでOLEDの見かけの抵抗値が増大するため、所定の電圧においてOLEDを通過す
る電流が低下する。電流のこの変化は、所定の電圧におけるOLEDの輝度の低下と直接関係
している。使用を続けると、OLEDの抵抗値が変化することに加え、有機材料の発光効率も
低下する。性能の低下は、デバイスが動作する温度とも関係している。温度が高いほど、
材料がより多く分解する。出願人は、実験を通じ、OLEDデバイスで用いられるアクティブ
-マトリックス回路の少なくとも一部が、周囲光と温度に非常に敏感であることも明らか
にした。アクティブ-マトリックス回路に入射する光が増えると、または温度が上昇する
と、OLEDを流れる電流も同様に増大し、OLEDから出る光も増える。したがってOLEDデバイ
スで利用されるどの電流測定法も、輝度と電流の関係を補正することにより、混乱を招く
これらの因子を補正できねばならない。
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【００２８】
　本発明は以下のように機能する。周囲光または発生する光が本発明によって阻止された
アクティブ-マトリックス回路を備えるディスプレイ装置の使用を開始する場合、既知の
信号に関してデバイスが消費する電流を制御装置で測定し、場合によってはデバイスの温
度も測定する。これらの測定値を組み合わせて補正済み電流値を提供する。補正済み電流
値は、その既知の信号に関するOLEDデバイスの効率の低下と関係している。OLEDデバイス
の効率低下の測定結果を利用し、補正変換を行なう。制御装置は、この補正変換を利用し
て未知の入力信号を補正し、ディスプレイ装置の駆動に用いる補正済み入力信号を形成す
る。アメリカ合衆国特許公開2004/00150590に、そのような測定法と補正法についてより
詳しく説明してある。アクティブ-マトリックス回路には周囲光が入射しないため、周囲
光が測定される電流に寄与することはない。
【００２９】
　温度測定装置は、基板の外部にあるセンサーでもよいし、基板と一体化したセンサーで
もよい。例えば装置のカバーの基板の表面に設置した熱電対を使用すること、または温度
感知素子（例えばサーミスタ）をディスプレイのエレクトロニクスと一体化することがで
きる。
【００３０】
　時間が経過するとOLED材料は劣化し、電流に対するOLEDの抵抗値が増大し、所定の入力
画像信号のときに消費される電流が低下し、補正信号が大きくなる。ある時点で、制御回
路16はもはや画像信号を十分に大きく補正することはできず、ディスプレイは寿命の終わ
りに到達し、明るさまたは色の仕様をもはや満たすことができなくなる。しかしディスプ
レイは性能が低下しながら動作を続けるであろうため、性能低下がはっきりとわかる。さ
らに、補正の計算値が最大になったとき、ディスプレイがもはや仕様を満たせない時点に
到達したことをユーザーに知らせることができる。これは、ディスプレイの性能に対する
有用なフィードバックである。
【００３１】
　本発明は簡単に構成することができ、必要なのは、（従来のディスプレイ制御装置に加
え）電流測定回路と、画像信号の補正を実施するモデルのための変換手段（例えばルック
アップ表または増幅器）と、所定の画像信号に関する補正を決定する計算回路だけである
。電流の累積や時間に関する情報は不要である。補正は、定期的に計算すること、または
所定のとき（例えば電力を大きくするとき、または小さくするとき）に計算することがで
きる。
【００３２】
　補正済み画像信号は、OLEDディスプレイ装置に応じてさまざまな形態を取ることができ
る。例えばアナログ電圧のレベルを利用して画像信号を特定する場合には、補正によって
その画像信号の電圧が変化することになろう。これは、従来技術で知られているように、
増幅器を用いて実現できる。第2の実施態様では、例えばアクティブ-マトリックス発光素
子の位置に蓄積された電荷に対応するディジタル値を使用する場合、従来技術で知られて
いるように、ルックアップ表を利用してそのディジタル値を別のディジタル値に変換する
ことができる。典型的なOLEDディスプレイ装置では、ディジタル・ビデオ信号またはアナ
ログ・ビデオ信号のどちらかを利用してディスプレイを駆動する。実際のOLEDは、そのOL
EDに電流を流すのに用いる回路が何であるかに応じ、電圧駆動または電流駆動にすること
ができる。この場合にも、その方法は従来技術においてよく知られている。
【００３３】
　入力画像信号を変化させて補正済み画像信号を形成するのに用いる補正信号を利用する
と、ディスプレイの性能が経時変化する様子をいろいろと変えることができる。例えば補
正信号を入力画像信号に提供するのに用いるモデルは、ディスプレイの平均輝度または白
色点を一定に維持することができる。あるいは補正済み画像信号を作り出すのに用いられ
る補正信号により、劣化に起因する平均輝度の低下を、その補正信号がない場合と比べて
より遅くすることができる。さらに、補正信号を利用して色によって異なる劣化状態を補
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とができる。
【００３４】
　好ましい一実施態様では、本発明が、小分子OLEDまたはポリマーOLEDからなる有機発光
ダイオード（OLED）を備えるデバイスで利用される。小分子OLEDまたはポリマーOLEDは、
例えば、1988年9月6日にTangらに付与されたアメリカ合衆国特許第4,769,292号と、1991
年10月29日にVanSlykeらに付与されたアメリカ合衆国特許第5,061,569号に開示されてい
る。有機発光ディスプレイの多くの組み合わせや変形例を利用し、アクティブ-マトリッ
クス制御またはパッシブ-マトリックス制御のOLEDデバイス、トップ・エミッション型ま
たはボトム・エミッション型のOLEDデバイスといったデバイスを製造することができる。
【図面の簡単な説明】
【００３５】
【図１】本発明の一実施態様によるOLEDディスプレイの概略図である。
【図２】本発明による一実施態様の断面図である。
【図３】本発明による一実施態様の断面図である。
【図４】本発明による別の一実施態様の断面図である。
【図５】光出力の変化をOLEDデバイスの累積電流の関数として示したグラフである。
【図６】従来のOLED画素回路の回路図である。
【符号の説明】
【００３６】
　10　　基板
　11　　カバー
　12　　発光素子
　14　　電流測定装置
　15　　温度センサー
　16　　制御装置
　17　　温度信号
　18　　入力画像信号
　19　　電流信号
　20　　補正済み入力画像信号
　22　　アクティブ-マトリックス回路
　24　　電極
　26　　有機材料層
　28　　電極
　30　　カラー・フィルタ
　32　　背面カラー・フィルタ
　119a、119b　　信号線
　120　　OLED素子
　122　　駆動用トランジスタ
　124　　キャパシタ
　126　　制御用トランジスタ
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